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●
人
対
人
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仕
事
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、

ご
利
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様
の
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点
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と
優

し
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を
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に

し
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大
切
な
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

●
施
設
の
利
用
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に
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て
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で
も
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を
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供
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ

て
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ま
し
た
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お
そ
ら

く
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想
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現
実
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は
ざ

ま
で
苦
悩
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「本
音
ト
ー
ク
」と
い
う

セ
ミ
ナ
ー
名
の
通
り
、

裏
側
な
ど
様
々
な
こ

と
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
時
間
で
し
た
。
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就活に関する質問・採用のポイントなど、講師の方に答えていただきました。

福祉・介護業界

Ｑ 施設創設の経緯は？
Ａ 代表者が地域に貢献したいと願い、
寄附により法人設立し、自立支援の介
護を実践するために施設を開設した。

◆特別養護老人ホーム花みずき

新しい価値観の創造

寝たきりや認知症など障害により失ってし
まった夢や希望、その人らしい生活・・・。

自立支援の介護を提供することにより、も

う一度自分が人生の主役になって「その人
らしい生活」を取り戻します。

厚生労働省「介護現場での自立支援促進に
資するマニュアル」の好事例施設・モデ
ルケースとして取り上げられました。

広島新卒応援

ハローワークだより No.114

☆今回は、「業界を知る本音トークセミナー」
（2023/７/21開催）福祉・介護業界の現状に
ついてお伝えします。

社会福祉法人 創絆福祉会
所在地：安芸郡海田町大立町６番４号
設 立：平成28年
従業員数: 44名

業界について

お話しいただいた事業所

ハローワーク担当者から一言

介護の仕事に向いている人

寝たきり状態の入居者は１人もおらず、日中の
オムツゼロを実現しておられます。寝たきりで入
所された方が座って食事をとれるようになるケー
スも多いとのこと、人間生理学に基づいた確かな
介護技術を取り入れておられるからこそ、当たり
前の本来の暮らしが取り戻せるのだと知りました。
創設の経緯のお話からも「本物の福祉・介護」

とはこういうことかと深く感銘を受けました。誰
しも介護と無縁ではいられません。人生の最後ま
で「幸せ」を追求することの大切さとこの業界の
重要性を再認識しました。

特別養護老人ホーム花みずき
施設長 沖田 和之様

◆「業界を知る本音トークセミナー」とは、
事業所の人事担当者より業界のことや求める人物像等を講演していただき、参加者の就活に関する質問に気軽に答えていただくセミナーです。

☆思いやりのある人 ☆優しい人
☆誰かの幸せを願う人
☆正義感の強い人
☆あきらめない人

【仕事の特徴】

・公的なサービス（一部介護保険外）であり
社会的責任が高い仕事

・肉体労働だが、頭脳労働、感情労働でもある

・景気に左右されず、安定した仕事
・国が処遇改善施策を実施し、賃金は上昇傾向
【分野】
・主に高齢者福祉、障害者福祉、児童福祉に
分けられ、高齢者が一番多い
【職場】在宅サービス、施設サービス等がある

Ｑ 利用者とコミュニケーションをとる際、気をつけることは？
Ａ 等身大の自分で。取り繕ってもうまくいかない。人間力が大切。相手を

見る力や雑学も大事。

Ｑ 気力や記憶を無くしていく高齢者
にどう接したらよいか？

Ａ 認知症は治ると思って接している。
専門的なケアにより周辺症状、問題行動
を抑えることができる。

Ｑ 福祉系資格取得について
Ａ 自身は社会福祉士、精神保健福祉士、
介護支援専門員等を取得。
介護は資格がなくてもできる仕事だが、

介護職の専門知識と技術が向上すること
で、社会的地位を確立することは重要。


